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（2）Ｒ７．４．１（3）

民生費　20億2,856万円（31.2％）

総務費　11億545万円（17.0％）

教育費　８億7,618万円（13.5％）

衛生費　６億3,928万円（9.8％）

土木費　５億9,444万円（9.1％）

公債費　４億1,934万円（6.5％）

農林水産業費　２億8,639万円（4.4％）

消防費　３億3,853万円（5.2％）

商工費 １億776万円（1.7％）
議会費 8,886万円（1.4％）
予備費 1,500万円（0.2％）
労働費 21万円（0.0％）

歳出（目的別）

歳
入

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、
22

億
２
，６
２
１
万
円
で
令
和
６
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
、
約
８
．４
％
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
交
付
金
や
交

付
税
は
、
令
和
７
年
度
の
状
況
や
国

の
動
向
な
ど
を
参
考
に
し
、
増
加
を

見
込
み
ま
し
た
。
分
担
金
を
受
け
て

実
施
す
る
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、

分
担
金
お
よ
び
負
担
金
は
減
少
し
ま

す
。
国
の
補
助
を
受
け
て
実
施
す
る

事
業
は
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
国
庫

支
出
金
は
大
幅
に
増
加
、
県
の
補
助

を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
も
増
え
た

た
め
、
県
支
出
金
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
に
各
施
設
の
大
規

模
修
繕
を
行
い
、
そ
の
費
用
を
借
入

れ
ま
し
た
が
、
事
業
終
了
に
伴
い
、

町
債
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
出

　

目
的
別
で
は
、
福
祉
関
係
の
費
用

で
あ
る
民
生
費
が
約
20
億
２
，８
５

６
万
円
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
各
種
シ
ス
テ
ム
を
国
の

基
準
に
統
一
す
る
た
め
の
費
用
が
大

き
く
な
り
、
総
務
費
が
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
が
増
加
し
た
衛
生

費
、
道
路
な
ど
の
工
事
を
行
う
土
木

費
の
増
加
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
町
の
予
算
に
つ
い
て
も
、
物
価

高
の
影
響
が
あ
り
、
全
体
的
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
が
多
く
、

次
い
で
シ
ス
テ
ム
の
開
発
委
託
な
ど

の
物
件
費
、
そ
の
次
に
補
助
金
な
ど

で
交
付
す
る
補
助
費
な
ど
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

全
会
計
当
初
予
算

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
公

営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
４

億
２
，７
７
１
万
円
、
４
．３
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

用語解説
地方交付税　財源不足を補うために、国から町に交付されるお金
国庫・県支出金　特定の目的のために国、県から交付されるお金
町債　公共事業などの財源として国や金融機関等から借りるお金
地方譲与税　国が徴収した自動車重量税などから配分されるお金
投資的経費　インフラ整備など、将来に残るものに支出される経費
公債費　町が借り入れた町債の元利償還金
繰出金　一般会計から特別会計に支出されるお金

　令和７年度予算についてお知らせします。一般会計の予算総額は、65億円です。令和６年度に比べて５億500万円、
8．4％の増となりました。

今年度の予算は

会計別予算額と前年度比較
会計 令和７年度 対前年度比較

一般会計 65億円 ５億500万円

後期高齢者医療特別会計 ２億3,680万円 911万円

国民健康保険特別会計 18億7,634万円 △１億628万円

介護保険特別会計 13億9,806万円 3,590万円

下水道事業会計 ３億3,007万円 △1,602万円

合計 103億4,127万円 ４億2,771万円

積立金（貯金）残高

会計 令和６年度末
（見込み） 対前年度比較

一般会計 41億5,916万円 6,132万円

国民健康保険特別会計 １億2,940万円 3,440万円

介護保険特別会計 ２億1,589万円 △2,277万円

合計 45億445万円 7,295万円

町税
22億2,621万円
（34.3％）

繰入金
５億4,687万円
（8.4％）

繰越金
２億円（3.1％）諸収入　9,273万円（1.4％）

寄附金　6,500万円（1.0％）
使用料及び手数料　3,078万円（0.5％）
分担金及び負担金　1,388万円（0.2％）
財産収入　588万円（0.1％）

地方交付税
14億9,000万円
（22.9％）

国庫支出金
７億4,357万円
（11.4％）

県支出金
５億625万円
（7.8％）

町債
5,110万円（0.8％）

地方消費税交付金
３億3,800万円（5.2％）

地方譲与税
9,023万円（1.4％）

その他交付金
9,950万円（1.5％）

歳入
65億円

歳出（性質別）

人件費
14億8,818万円
（22.9％）

扶助費
９億9,198万円
（15.3％）

公債費
４億1,948万円
（6.5％）

普通建設事業費
３億9,918万円（6.1％）

補助費等
11億4,453万円
（17.6％）

物件費
14億203万円
（21.6％）

繰出金
６億227万円
（9.3％）

維持補修費　3,544万円（0.5％）
予備費　1,500万円（0.2％）
積立金　191万円（0.0％）

歳出
65億円

町民１人当たりの予算は

※R7.1.1の人口（13,461人）で算出

４８２，８７６円

義務的経費４４．７％
投資的経費６．１％
その他の経費４９．２％ 自主財源４９．０％

依存財源５１．０％

町債（借入金）残高

会計 令和６年度末
（見込み） 対前年度比較

一般会計 37億2,935万円 △１億4,755万円

下水道事業特別会計 ２億439万円 △8,462万円

合計 39億3,374万円 △２億3,217万円

民生費 150,699円
総務費 82,122円
教育費 65,090円
衛生費 47,491円

土木費 44,160円
公債費 31,152円
消防費 25,149円
その他 37,013円

使いみちは



（5） （4）Ｒ７．４．１

　

板
倉
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
友
だ
ち
追
加
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か

ら
ス
タ
ン
プ
の
購
入
画
面
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

町
で
は
板
倉
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
友
だ
ち
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
係　

82

－

６
１
２
５

　
「
民
謡
を

た
ず
ね
て
」

の
公
開
収
録

を
行
い
ま
す
。

観
覧
を
希
望

す
る
か
た
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
31
日
㈯

開
場　

午
後
１
時

開
演　

午
後
１
時
30
分

終
演　

午
後
３
時
45
分
（
予
定
）

場
所　

中
央
公
民
館

入
場
料　

無
料

申
込
み　

入
場
整
理
券
（
１
枚
で

２
名
様
ま
で
入
場
可
）
が
必
要
で

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
イ
ト
の
専
用
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.nhk.or.jp/

m
aebashi/getevent/

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の

う
え
、
５
月
中
旬
に
当
選
さ
れ
た

か
た
に
は
、
入
場
整
理
券
を
発
送

し
ま
す
。落
選
さ
れ
た
か
た
に
は
、

通
知
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
・
同
伴
は
で

き
ま
せ
ん
。

締
切　

４
月
30
日
㈬

出
演　

唄　

小お

野の

田だ

浩こ
う

二じ

、
稲い

な

庭に
わ

淳じ
ゅ
ん、

星ほ
し

野の

勇は
や

人と

、
お
も
だ
か
秋あ

き

子こ

、
森も

り

田た

彩あ
や

、
齋さ

い

藤と
う

栞し
お
り

三
味
線　

藤ふ
じ

本も
と

琇ひ
で

丈お

、
藤ふ

じ

本も
と

秀ひ
で

統と
う

尺
八
・
笛　

篁
た
か
む
ら

竜た
つ

男お

鳴
物　

美み

波な
み

駒こ
ま

和か
ず

美み

、美み

波な
み

駒こ
ま

旵て
る

美み

は
や
し
詞　

新に
い

津つ

幸さ
ち

子こ

、
新に

い

津つ

美み

恵え

子こ
放
送
予
定

　

放
送
日
は
未
定
で
す
。
決
ま
り

次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
入

場
整
理
券
の
売
買
は
、
固
く
お
断

り
し
ま
す
。
転
売
を
目
的
と
し
た

お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た

場
合
は
、
抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
売
買
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
入
場
を
お

断
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

０
２
７

－

２
５
１

－

１
７
１
１

○
企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
公
開
収
録

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

助
成
限
度
額  　

２
０
，０
０
０
円

対
象
受
診
期
間　

令
和
７
年
４
月

１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

種
類
お
よ
び
必
要
項
目

　

次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
で
、
表

の
項
目
を
含
む
も
の

①
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

②
日
帰
り
、
一
泊
人
間
ド
ッ
ク

（
脳
ド
ッ
ク
併
診
）

③
脳
ド
ッ
ク
（
表
の
健
診
項
目
を

含
む
も
の
。脳
検
査
の
み
は
不
可
）

必
要
書
類

申
請
書
（
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）、

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結
果
報

告
書
、
資
格
確
認
書
な
ど
、
振
込

先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
（
通

帳
）、
特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高

齢
者
健
診
の
受
診
票
（
裏
面
の
質

問
票
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な

い
場
合
は
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

申
請
期
限　

令
和
８
年
４
月
30
日
㈭

※
結
果
到
着
後
、
速
や
か
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
助
成
さ
れ
る
の
は
１

回
分
の
み
で
す
。

※
国
保
税
、
後
期
保
険
料
お
よ
び

そ
の
延
滞
金
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
町
の
集
団
健
診
や
医
療
機
関
で

の
個
別
健
診
で
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
診
す
る
（
し
た
）

か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

※
令
和
６
年
度
受
診
分
の
検
診
費

助
成
の
申
請
期
限
は
、
令
和
７
年

４
月
30
日
㈬
で
す
。

令
和
７
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
金

検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

尿
検
査

血
糖
検
査

肝
機
能
検
査

血
中
脂
質

検
査

血
圧
検
査

身
体
計
測

タ
ン
パ
ク

糖 随
時
血
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

空
腹
時
血
糖

γ

－

Ｇ
Ｔ（
γ

－

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪

拡
張
期
血
圧

収
縮
期
血
圧

腹
囲（
国
保
加
入
者
）

Ｂ
Ｍ
Ｉ

体
重

身
長

○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は必須項目、△はいずれかの項目の実施でも可
　

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
板
倉
ま

つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
、
新
規
の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
回
（
令
和
６
年
度
）
参

加
さ
れ
た
団
体
の
代
表
者
に
は
、

事
務
局
よ
り
通
知
を
４
月
上
旬
に

お
送
り
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
２
日
㈯
※
小
雨
決

行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止

場
所　

板
倉
町
役
場　

駐
車
場

募
集
部
門

○
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
ス
テ
ー
ジ
で

の
ダ
ン
ス
や
民
謡
・
民
舞
・
和
太

鼓
の
演
奏
な
ど
）

○
模
擬
店
（
物
品
販
売
や
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）

申
込
締
切
日　

４
月
30
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ

板
倉
ま
つ
り
運
営
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
係
）

82

－

６
１
３
９

第
41
回
板
倉
ま
つ
り

新
規
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
が
、

病
気
な
ど
で
集
団
保
育
が
受
け
ら

れ
ず
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
と
き
、
一
時

的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
施
設

こ
や
な
ぎ
小
児
科
病
児
保
育
室
ぱ

ん
だ
（
館
林
市
富
士
原
町
１
１
７

４

－

18
）

78

－

７
３
９
１

定
員　

１
日
６
人

保
育
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
（
祝

日
、
年
末
年
始
、
小
児
科
休
診
日

を
除
く
）

保
育
料　

２
，０
０
０
円
（
日
額
）

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
は
１
，
０

０
０
円
、
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

※
毎
年
度
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
時
は
利
用
申
込
書
、
診
療
情

報
提
供
書
（
か
か
り
つ
け
医
作
成
）

の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

病
児
・
病
後
児
保
育

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た

　

町
制
施
行
70
周
年
お
よ
び
板
倉
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
リ
リ
ー
ス
を
記
念
し
て
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

い
た
く
ら
ん
の
原
作
者
で
あ
る
竹
浪
か
お

る
さ
ん
に
、
８
種
類
の
新
作
ス
タ
ン
プ
を

描
き
下
ろ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

ス
タ
ン
プ
シ
ョ
ッ
プ　

50
コ
イ
ン
（
１
５
０
円
）

　
　
　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
ト
ア　

１
２
０
円

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
一

生
に
１
回
の
登
録
と
年
に
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
譲

り
受
け
た
場
合
も
再
度
登
録
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
犬
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
、
登
録
の
変
更
を
行
う
た

め
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
邑
楽
館
林
地
域
の
動
物

病
院
で
も
登
録
や
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
動
物
病
院
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
規
登
録　
　

 

３
，０
０
０
円

注
射
の
み　
　

 

３
，５
０
０
円

登
録
と
注
射　

 

６
，５
０
０
円

問
合
せ　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

日程 場所 時間

５月８日㈭

東部公民館 午前９時15分～９時45分
海老瀬東公民館 午前10時～10時30分
細谷事務所 午前10時45分～11時15分
北部公民館 午後１時～１時45分

５月９日㈮

籾谷上公民館 午前９時15分～９時45分
岩田区民会館 午前10時～10時30分
板倉保育園南側 午前10時40分～11時20分
五箇中妻住民センター裏 午後１時～１時30分
南部公民館 午後１時45分～２時45分

５月10日㈯ 役場
午前９時30分～11時30分
午後１時～２時

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

飼
い
主
の
義
務
で
す

友だち追加は
こちら

　

町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し

て
、
多
く
の
か
た
に
揚
舟
を
体

験
い
た
だ
け
る
よ
う
、
期
間
中

は
料
金
無
料
で
運
航
し
ま
す
。

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
同

時
開
催
し
ま
す
。
賞
品
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

運
航
日　

５
月
３
日
㈯
〜
５
月

11
日
㈰

運
航
場
所　

群
馬
の
水
郷
（
大

字
岩
田
２
９
４
１

－

３
）

乗
船
料
金　

無
料

出
航
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
ま
で
（
最
終
受
付
時
間
は

午
後
３
時
30
分
）

乗
船
時
間　

約
20
分
間

※
当
日
、
会
場
で
の
受
付
に
な

り
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
天

候
や
河
川
の
状
況
に
よ
り
、
運

休
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
は
役

場
、各
公
民
館
、文
化
財
資
料
館
、

わ
た
ら
せ
自
然
館
、
揚
舟
会
場
、

雷
電
神
社
、
髙
鳥
天
満
宮
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

揚
舟
体
験
乗
船

町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

スマホはこちら
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３
Ｂ
（
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
タ
ー
、

ベ
ル
タ
ー
の
器
具
）
を
使
い
気
軽

に
無
理
な
く
で
き
る
体
操
で
す
。

運
動
初
心
者
で
も
楽
し
く
体
を
動

か
せ
ま
す
。

日
時　

４
月
〜
令
和
８
年
３
月

（
毎
月
第
２
火
曜
日
）　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

中
央
公
民
館

※
８
月
、
10
月
、
１
月
は
福
祉
セ

ン
タ
ー

内
容　

３
Ｂ
体
操
の
体
験

講
師　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
群
馬

県
支
部
公
認
指
導
者

募
集
人
数　

各
回
30
人

持
参
品　

飲
み
物

受
付
期
間　

開
催
７
日
前
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
２
日
前
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

懐
か
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
と
い
す

に
座
っ
て
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
弱
っ
た
筋
力

を
取
り
戻
し
て
び
び
っ
と
（
生
き

生
き
と
し
た
）
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

日
時　

４
月
〜
令
和
８
年
３
月

（
７
月
〜
９
月
を
除
く
）
毎
月
第

４
木
曜
日
（
全
９
回
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
、
鬼
石
式
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
館
内
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ

募
集
人
数　

各
回
30
人

持
参
品　

上
履
き
、
飲
み
物

受
付
期
間　

開
催
７
日
前
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
２
日
前
ま
で

問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

楽
器
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
唱
や

脳
ト
レ
を
行
い
ま
す
。
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
17
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

東
部
公
民
館
１
階
講
堂

講
師　

翼
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ

ミ
ー　

細
谷
音
楽
療
法
士

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

４
月
10
日
㈭　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強

調
月
間
で
す
。

　

成
年
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
20
歳
未
満
の
か

た
の
飲
酒
は
法
律
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
過
程
に
あ

る
20
歳
未
満
の
飲
酒
は
身
体
的
・

精
神
的
に
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
事
件
・
事
故
に
つ

な
が
り
や
す
く
、
事
件
な
ど
が
起

き
た
と
き
に
は
、
社
会
的
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
20

歳
未
満
の
か
た
が
「
な
ぜ
自
分
た

ち
は
お
酒
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い

の
か
」
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
学

校
で
の
教
育
の
ほ
か
、
家
庭
や
地

域
社
会
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
説

明
す
る
な
ど
、
大
人
の
責
務
と
し

て
社
会
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

20
歳
未
満
の
者
が
お
酒
を
飲
ん
で

は
い
け
な
い
５
つ
の
理
由

○
脳
の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す

○
肝
臓
を
は
じ
め
と
す
る
臓
器
に

障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す

○
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
異
常
が

起
き
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

○
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す

○
20
歳
未
満
の
者
の
飲
酒
を
禁
ず

る
法
律
が
あ
り
ま
す

問
合
せ　

健
康
推
進
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

令
和
７
年
４
月
、
帯
状
疱
疹
の

予
防
接
種
が
定
期
接
種
と
な
り
ま

す
。
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
、

健　
　

康

健　
　

康

春
か
ら
始
め
る
介
護
予
防
①

３
Ｂ
体
操
教
室

未
成
年
者
飲
酒
防
止

強
調
月
間

接
種
費
用
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る

の
は
１
度
限
り
と
な
り
ま
す
。
対

象
者
は
、
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
対
象
者

に
は
予
診
票
な
ど
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

過
去
に
任
意
接
種
と
し
て
町
の
費

用
助
成
を
受
け
た
か
た
は
、
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
者

○
65
歳
を
迎
え
る
か
た

○
60
〜
64
歳
の
か
た
で
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
か
た

※
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
は
経

過
措
置
と
し
て
、
そ
の
年
度
に

70
、75
、80
、85
、90
、95
、１
０
０
歳

と
な
る
か
た
も
対
象
で
す
。

※
令
和
７
年
度
に
限
り
、
１
０
０

歳
以
上
の
か
た
は
、
全
員
対
象
と

な
り
ま
す
。

自
己
負
担
金

生
ワ
ク
チ
ン　

２
，０
０
０
円

不
活
化
ワ
ク
チ
ン　

５
，０
０
０

円
／
回

任
意
接
種
費
用
の
助
成
事
業

　

50
歳
以
上
の
か
た
で
、
定
期
接

種
の
対
象
年
度
で
は
な
い
か
た
に

対
し
、
任
意
接
種
費
用
の
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

費
用
助
成
を
受
け
た
場
合
、
定
期

接
種
の
対
象
年
度
に
な
っ
て
も
費

用
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
希

望
さ
れ
る
か
た
に
は
、
専
用
の
予

診
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

助
成
額

生
ワ
ク
チ
ン　

４
，０
０
０
円

不
活
化
ワ
ク
チ
ン　

１
０
，０
０

０
円
／
回

※
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
知
り
た
い

か
た
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
推
進
係
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

春
か
ら
始
め
る
介
護
予
防
②

び
び
っ
と
体
操
教
室

健
康
の
鉄
人
教
室
①

春
の
音
楽
療
法
教
室

帯
状
疱
疹
予
防
接
種厚生労働省

ホームページ

【広告】 【広告】【広告】

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

　普段の買い物の際、環境問題を少しだけ意識す
ることで、家計にやさしく、地球にやさしい買い
物になります。

群馬県環境にやさしい買い物スタイル普及促進
協議会
　群馬県、県内全市町村、消費者団体、スーパー
などの事業者で構成する協議会です。自治体と消
費者、販売店とが連携して啓発活動などを行う全
国でも珍しい取り組みです。昨年度はフレッセイ
板倉店にて店頭啓発活動を実施しました。
　売る人、買う人、使う人、それぞれが一丸となっ
て環境に配慮しましょう。

春の新生活

気持ちも新たに環境にやさしい買い物
を意識しましょう

環境にやさしい買い物方法
食品ロス削減
○買い物へ行く前に冷蔵庫の中身をチェックして、
必要なものを必要な量だけ購入しましょう。
○すぐに使う食材は、手前にある賞味期限が近い
商品を買うように、てまえどりを意識しましょう

プラスチック類削減
○マイバッグを持参して、レジ袋の利用を控えま
しょう。
○スプーンやストローなど、使い捨てプラスチッ
クを過剰に利用しないよう
に心掛けましょう。
○スーパーなどの店頭にあ
るプラスチック容器やペッ
トボトルなどの資源回収Ｂ
ＯＸを積極的に利用し、リ
サイクルしましょう。
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【入札結果】予定価格が250万円（税込み）を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所 予定価格（税抜） 最低制限価格（税抜）
落札金額
（税抜） 落 札 率 落 札 者

２月21日㈮ 令和７年度一般廃棄物収集運搬業務委託 板倉町全域 4,032万円 なし 3,579万円 88.8％ ㈲井上興業

２月21日㈮ 令和７年度資源物収集運搬業務委託 板倉町全域 3,902万円 なし 3,687万円 94.5％ ウム・ヴェルト㈱

３月５日㈬ 空調設備整備臨時特例交付金事業
板倉町立東小学校体育館空調設備（ＧＨＰ）整備工事

東小学校
体育館 2,514万円 1,759万円 2,470万円 98.2％ ㈱神寛

３月５日㈬ 空調設備整備臨時特例交付金事業
板倉町立西小学校体育館空調設備（ＧＨＰ）整備工事

西小学校
体育館 4,163万円 2,914万円 4,000万円 96.1％ ㈲岩崎設備

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
町
内

の
他
の
資
産
と
比
較
・
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日

㈪
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

対
象
者　

町
内
に
土
地
・
建
物
を

所
有
す
る
固
定
資
産
税
納
税
義
務

者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

※
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

費
用　

無
料

内
容　

○
土
地
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・

地
積
・
評
価
額
）

○
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

類
・
構
造
・
床
面
積
・
評
価
額
）

持
参
す
る
も
の

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
）

場
所　

役
場
税
務
課
資
産
税
係

問
合
せ　

資
産
税
係

82

－

６
１
２
８

　

介
護
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
、

福
祉
、
介
護
な
ど
の
専
門
職
が
お

伺
い
し
ま
す
。

北
部
公
民
館

４
月
10
日
㈭
、７
月
10
日
㈭
、10
月

９
日
㈭
、
令
和
８
年
１
月
８
日
㈭

南
部
公
民
館

５
月
８
日
㈭
、８
月
14
日
㈭
、11
月

13
日
㈭
、令
和
８
年
２
月
12
日
㈭

東
部
公
民
館

６
月
12
日
㈭
、９
月
11
日
㈭
、12
月

11
日
㈭
、令
和
８
年
３
月
12
日
㈭

時
間
（
共
通
）　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

相
談
員　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
つ
つ
じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ

ル
相
談
員
、
行
政
書
士
ま
た
は
社

会
保
険
労
務
士
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員

申
込
み　

不
要（
直
接
公
民
館
へ
）

※
相
談
は
１
回
当
た
り
30
分
以
内

問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田
支
局
お

よ
び
太
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
こ
ど
も
の
人
権
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め
や
体

罰
、
虐
待
、
不
登
校
な
ど
、
こ
ど

も
の
人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
か

た
は
、
お
気
軽
に
相
談
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
料
金
は
無
料

で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
時　

４
月
29
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童

会
館
（
太
田
市
長
手
町
４
８
０
）

※
当
日
は
、
相
談
の
ほ
か
、
屋
外

に
て
紙
芝
居
の
上
演
や
人
権
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
な

ど
の
配
布
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
が
な
く
て
も
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
太
田

支
局
総
務
課

32

－

６
１
０
０

　

中
小
企
業
の
新
技
術
や
新
製
品

の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
町
と

県
が
連
携
し
、
研
究
開
発
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

※
書
面
審
査
お
よ
び
現
地
調
査
に

よ
り
、
採
択
・
不
採
択
を
決
定
し

ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

対
象
事
業　

中
小
企
業
者
が
自
ら

行
う
、
も
の
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
係
る
新
技
術
・
新
製
品
の

開
発
や
地
域
特
色
を
活
か
し
た
新

製
品
開
発

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
小
規
模
事
業
者
は
５
分

の
４
）

※
た
だ
し
、
補
助
限
度
額
は
１
件

当
た
り
80
万
円

申
請
方
法　

申
請
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
商
工
観
光
係
へ
提
出

申
請
期
限　

５
月
９
日
㈮　

午
後

５
時

※
申
請
書
類
は
、
商
工
観
光
係
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

くく  

らら  

しし

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

　

町
内
施
工
業
者
に
よ
り
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
町
民
の

皆
さ
ま
に
、
工
事
に
要
し
た
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
令
和
６

年
度
ま
で
に
交
付
を
受
け
た
か
た

も
申
請
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
額　

対
象
工
事
費
の
10
％

（
限
度
額
10
万
円
）

※
町
内
の
登
録
店
舗
で
使
え
る
商

品
券
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た

○
世
帯
の
中
に
町
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
る
か
た
が
い
な
い
こ
と
。

○
こ
の
要
綱
に
よ
る
令
和
７
年
４

月
１
日
以
降
の
補
助
金
交
付
額
が

10
万
円
に
達
し
て
い
な
い
か
た

○
そ
の
他
町
か
ら
の
住
宅
の
改
造

な
ど
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
か
た

対
象
と
な
る
住
宅

○
申
請
さ
れ
る
か
た
が
居
住
し
て

い
る
住
宅

○
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住

宅
部
分
の
み

※
所
有
者
が
申
請
者
と
異
な
る
場

合
は
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
工
事

○
対
象
と
な
る
住
宅
の
維
持
お
よ

び
住
環
境
の
質
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
修
・
増
築
な
ど
の
工
事

○
対
象
工
事
費
が
税
別
で
20
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
工
事

が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支
払
い

が
で
き
る
こ
と
。

○
板
倉
町
内
に
本
社
ま
た
は
事
業

所
な
ど
が
あ
る
住
宅
関
連
事
業
者

に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と
。

問
合
せ　

商
工
観
光
係　

82
－

６
１
３
９

　

県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
支
給
の
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か

た
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
要
件
に
よ
り
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
児
童

を
監
護
す
る
母
子
家
庭
の
母
、
監

護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
子
家

庭
の
父
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た

要
件　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

○
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

１
１
，０
１
０
円
〜
４
６
，６
９
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
家
庭
で
監
護
す
る
父
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
か
た

手
当
額
（
月
額
）

１
級　

５
６
，８
０
０
円

２
級　

３
７
，８
３
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

○
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

古
い
タ
イ
プ
で
す
が
、
広
報
い

た
く
ら
を
つ
づ
る
の
に
便
利
な
バ

イ
ン
ダ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。
希

望
す
る
か
た
は
情
報
広
報
係
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

情
報
広
報
係

82

－

６
１
２
４

出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

ご
活
用
く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

ぐ
ん
ま
技
術
革
新
チ
ャ
レ
ン
ジ

補
助
金
申
請
者
募
集

こ
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
な
ど
が

縦
覧
で
き
ま
す

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

録
音
機
能
付
き
電
話
で

　

特
殊
詐
欺
を
撃
退

　

自
動
応
答
や
通
話
自
動
録
音

機
能
を
備
え
た
電
話
機
ま
た
は

電
話
線
と
電
話
機
の
間
に
接
続

し
て
録
音
機
能
を
有
す
る
機
器

の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象　

世
帯
全
員
が
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
実
際
に
居
住
し
て

い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
一
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
、

た
だ
し
上
限
金
額
６
，０
０
０
円

で
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法

　

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

安
全
安
心
係　

82

－

６
１
２
３

差
し
上
げ
ま
す

広
報
バ
イ
ン
ダ
ー



（11） （10）Ｒ７．４．１

日
時　

５
月
28
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

初
夏
の
平
地
林
と
多
々

良
沼
周
辺
の
自
然
観
察

募
集
人
数　

20
人

受
付
開
始　

５
月
７
日
㈬　

午
前

９
時

費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

お
う
ら
の
森

（
旧
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

88

－

７
１
８
８

　

毎
年
、
同
じ
種
類
の
野
菜
を
同

じ
場
所
で
育
て
る
と
、
連
作
障
害

が
起
こ
り
、
野
菜
の
生
育
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
連

作
障
害
を
避
け
る
方
法
や
野
菜
作

り
に
適
し
た
土
の
作
り
方
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
29
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

早
め
に
知
り
た
い
野
菜

を
上
手
に
育
て
る
土
の
作
り
方

くく  

らら  

しし

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

５
月
７
日
㈬　

午
前

９
時

費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

お
う
ら
の
森

（
旧
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

88

－

７
１
８
８

※
お
う
ら
の
森
で
は
、
毎
週
木
曜

日
を
緑
化
相
談
日
と
し
て
、
相
談

員
に
よ
る
緑
の
相
談
室
を
設
け
て

い
ま
す
。
樹
木
の
維
持
管
理
や
病

害
虫
の
対
処
法
、
庭
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。な
お
、

こ
の
講
座
は
群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ

連
携
講
座
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
毎
月
職

業
訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で

き
、
支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月

10
万
円
の
生
活
支
援
の
給
付
金
を

受
給
で
き
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

窓
口
ま
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
程

４
月
14
日
㈪
、
５
月
12
日
㈪
、
６

月
９
日
㈪

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林
２
階

会
議
室

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

75

－

８
６
０
９

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，４２５人（－６）
　 うち外国人 ７０１人（＋16）
　　男 ６，７６３人（－６）
　　女 ６，６６２人（　０）
世帯数 ５，９９１戸（＋15）
（　）内は前月比　令和７年３月１日現在

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
口座振替を利用すれば、納期限の日に自
動的に納付できます。
納め忘れがなく、安心・便利です。
問合せ　収税係
８２－６１２９

○ 納付書のかたはコンビニ、auPAY、d払い、
LINEPay、PayPayでも納められます

※LINEPayでの支払いは、４月23日（水）で終了
　となります。

携帯電話やパソコンのメール機能を利用した防
犯・防災・緊急・町の情報配信を行っています。
登録は、町ホームページまたは、二次元コードか
ら可能です。

スマートフォン・
パソコン用
二次元コード

携帯電話用
二次元コード

問合せ 安全安心係 ８２－６１２３

第
２
回
森
林
楽
習
講
座

第
３
回
緑
化
講
座

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

若
の
原
農
村
公
園
の
芝
桜

　

例
年
４
月
頃
か
ら
地
元

の
か
た
が
管
理
す
る
芝
桜

が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
丘

一
面
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま

り
ま
す
。
の
ん
び
り
と
し

た
自
然
の
中
で
春
の
息
吹

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　

野
木
町
大
字
若
林
７
７
１

問
合
せ　

野
木
町
産
業
振
興
課

０
２
８
０

－

57

－

４
１
５
２

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

大
広
重
展　

〜
東
海
道
五
拾
三
次
と

　

雪
月
花　

叙
情
の
世
界
〜

　

江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵

師
、
歌
川
広
重
に
焦
点
を
あ
て
、「
東
海

道
五
拾
三
次
」
や
最
晩
年
の
傑
作
で
あ

り
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
に
影
響
を
与

え
た
「
名
所
江
戸
百
景
」
な
ど
の
名
所

絵
に
肉
筆
美
人
画
、
戯
画
な
ど
も
加
え

た
約
２
０
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

４
月
12
日
㈯
〜
６
月
15
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日

観
覧
料　

一
般
８
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

場
所　

栃
木
市
立
美
術
館

問
合
せ　

栃
木
市
立
美
術
館

０
２
８
２

－

25

－

５
３
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

鯉
の
ぼ
り
群
遊

　

お
よ
そ
１
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
春

風
に
舞
い
な
が
ら
元
気
に
泳
ぎ
ま
す
。

４
月
上
旬
頃
ま
で
は
鯉

の
ぼ
り
と
桜
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
〜

５
月
６
日
㈫

場
所 

小
山
総
合
公
園

問
合
せ　

小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

第
16
回
加
須
市
民
平
和
祭

　

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳

　

全
長
１
０
０
ｍ
、
重
さ

３
３
０
㎏
の
世
界
一
の

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
が

大
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

日
付　

５
月
３
日
㈯

※
雨
天
時
は
５
月
４

日
㈰
に
順
延

場
所　

利
根
川
河
川

敷
緑
地
公
園
他

内
容　

平
和
式
典
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、特
産
品
の
直
売
な
ど

問
合
せ　

加
須
市
観
光
振
興
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

企
画
展「
雪
華
の
刀
装　

土
井
利と

し

位つ
ら

　

の
愛
刀
と
工
人
た
ち
」

　

古
河
藩
主
、
土
井
利
位
が
製
作
に
当

た
ら
せ
た
雪
華
模
様
を
散
ら
し
た
刀
装

具
を
展
示
し
ま
す
。
後
藤
一
乗
ら
稀
代

の
名
工
と
の
コ
ラ
ボ
か
ら
生
ま
れ
た
優

品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

５
月
６
日
㈫
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

費
用　

４
０
０
円（
小

中
高
生
１
０
０
円
）

場
所　

古
河
歴
史
博
物
館

休
館
日　

月
曜
日
、４
月
24

日
・
25
日
・
30
日

問
合
せ　

古
河
歴
史
博
物
館

０
２
８
０

－

22

－

５
２
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

作業名 内容 料金

耕うん
１番うない ６，６００円

２番うない ５，５００円

代かき 代かき ９，９００円

育苗（種苗）
一切受託者もち（苗箱18枚標準） ９６８円/枚

種子、苗箱は委託者もち（苗箱18枚標準） ７９２円/枚

田植え（機械植え）

苗はほ場渡し。補植なし ８，８００円

プラス同時に施肥作業（資材費別） １０，４５０円

プラス同時に除草剤散布作業（資材費別） ９，９００円

育苗から田植え 育苗から田植えまで一切 ２４，２００円

コンバイン刈り取り
（倒伏、湿地は割増）

刈り取り、委託者宅まで運搬 ２２，０００円

プラス結束作業 ２３，６５０円

コンバイン一括作業
（倒伏、湿地は割増）

刈り取り、乾燥調整、委託者宅まで運搬（８俵標準） ３６，３００円

プラス結束作業 ３８，５００円

乾燥籾すり調整 １俵当たり ２，０９０円

畦畔作業 １ｍ当たり（機械による畦畔作業） ６０円

農作業一般 １日当たり（８時間） ９，６８０円

遊休農地耕起 抜根などの作業は含まない ２２，０００円

※上記の料金は標準額であり、10アールを基準としています。参考資料として活用していただき、
各種条件などを考慮し相互で協議のうえ設定してください。
問合せ　農業振興係　 ８２－６１３７

令
和
７
年
度
板
倉
町
農
作
業
標
準
料
金
表
（
消
費
税
込
み
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。
◆受付開始時間　午前８時30分

各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。
◆受付開始時間　午前８時30分

期
間　

令
和
７
年
５
月
〜
令
和
８

年
２
月　

全
10
回

内
容　

健
康
や
趣
味
の
講
座
・
世

代
間
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
心
身

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
各
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

在
住
の
各
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
も
参
加
可

能
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

板
倉
絵
手
紙
の
会

内
容　

会
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
、

色
彩
豊
か
な
楽
し
い
作
品
を
多
数

展
示
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
間　

４
月
24
日
㈭
〜
５
月
４
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

美
し
い
自
然
の
風
景
や
珍

し
い
野
鳥
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

　

板
倉
音
頭
と
板
倉
小
唄
は
、
町

制
施
行
５
周
年
記
念
日
に
初
め
て

披
露
さ
れ
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
で
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
板
倉
音
頭
・

小
唄
保
存
会
で
は
、
こ
の
伝
統
あ

る
板
倉
町
の
踊
り
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

大
人
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で
ど
な

た
で
も
、
伝
統
あ
る
板
倉
町
の
踊

り
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
で
は
、

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
か
た

や
子
ど
も
が
大
好
き
な
か
た
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
一
度
、
見
学
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん
と

一
緒
で
も
大
歓
迎
で
す
！

活
動
日　

令
和
７
年
５
月
〜
令
和

８
年
２
月
の
毎
月
第
３
土
曜
日

※
詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
が
喜

ぶ
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館　

和
室

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

女
性
あ
ど
ば
ん
す
は
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
体
操
や
料
理
教
室

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
女
性
の

身
近
な
生
活
課
題
に
つ
い
て
学
び
、

生
活
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
の
あ

る
か
た
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
体
験
入
会
も
可
能
で
す
。

対
象
者　

町
内
の
成
人
女
性

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
係

（
中
央
公
民
館
）

　

板
倉
町
の
水
場
景
観
は
、
平
成

23
年
に
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
場
の
風
景

を
守
る
会
は
、
板
倉
町
の
文
化
と

景
観
の
よ
さ
を
知
り
、
景
観
の
保

護
や
未
来
あ
る
子
ど
も
達
に
こ
の

誇
れ
る
風
景
を
伝
え
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動　

重
要
文
化
的
景
観
の

構
成
要
素
を
活
用
し
た
講
座
や
体

験
学
習
な
ど

対
象
者　

水
場
の
風
景
と
そ
の
保

護
に
興
味
が
あ
り
、
活
動
に
参
加

で
き
る
か
た
。
年
齢
・
性
別
・
経

験
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

年
会
費　

１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

文
化
財
資
料
館

受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト

お
し
ら
せ

中
央
公
民
館

板
倉
絵
手
紙
の
会
作
品
展

会
員
募
集

板
倉
音
頭
・
小
唄
保
存
会

会
員
募
集

女
性
あ
ど
ば
ん
す

わ
た
ら
せ
自
然
館

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
若
葉
写
真
展

会
員
募
集

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
の
小
中
学
校
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図

り
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

特
色
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
・

協
力
し
て
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
町

の
各
小
中
学
校
で
は
、
６
人
の

か
た
に
学
校
評
議
員
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
内
１
人
を
公
募

し
ま
す
。

学
校
評
議
委
員
の
役
割

①
校
長
の
求
め
に
応
じ
て
、
教

育
活
動
の
計
画
お
よ
び
実
施
、

学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
の
進

め
方
な
ど
、
校
長
の
行
う
学
校

運
営
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
、

助
言
を
行
い
ま
す
。

②
必
要
に
応
じ
て
、
学
校
評
議

委
員
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

募
集
範
囲

▼
各
小
学
校　

各
小
学
校
区
域

内
に
在
住
の
か
た

▼
中
学
校　

町
内
に
在
住
の
か

た募
集
人
員　

各
学
校
１
人

任
期　

１
年
（
４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
末
日
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
㈮
〜
11

日
㈮

応
募
方
法　

左
記
の
各
学
校
に

電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
東
小
学
校

82

－

１
１
４
１

○
西
小
学
校

82

－

１
１
４
０

○
板
倉
中
学
校

82

－

１
１
４
８

問
合
せ　

総
務
学
校
係

82

－

６
１
５
３

町
で
は
、
文
化
の
振
興
に
寄

与
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ら
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
中
に
お
い
て
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
績

を
お
さ
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

町
在
住
ま
た
は
出
身

者該
当
期
間　

令
和
６
年
４
月
１

日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日

推
薦
基
準

①
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
成
績
を
お
さ

め
た
者

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お

い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最

高
の
賞
を
受
賞
し
た
者

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出

場
し
た
者

②
高
校
生
お
よ
び
一
般
に
つ
い

て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
成
績

を
お
さ
め
た
者

ア　

県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お

い
て
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者

イ　

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
準
ず
る

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
最

高
の
賞
を
受
賞
し
た
者

ウ　

県
を
代
表
し
て
関
東
ま
た

は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
出

場
し
た
者

エ　

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に

出
場
し
た
者

オ　

国
民
文
化
祭
に
出
場
し
た

者
お
よ
び
上
記
成
績
に
準
じ
る

者
で
選
考
委
員
会
が
認
め
た
者

推
薦
方
法　

所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
賞

し
た
県
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
開

催
要
項
や
賞
状
の
コ
ピ
ー
を
添

付
し
、
生
涯
学
習
係
（
中
央
公

民
館
）
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

様
式
は
生
涯
学
習
係
窓
口
で

配
布
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能

で
す
。

推
薦
期
限　

５
月
31
日
㈯

問
合
せ　

生
涯
学
習
係
（
中
央

公
民
館
）

募
集
し
ま
す

文
化
功
績
者
表
彰
の
推
薦
者

各
地
区
公
民
館

活
き
生
き
学
級
生
募
集

会
員
募
集

水
場
の
風
景
を
守
る
会
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トピックス
TOPICS

　館林商工高校２年生で板倉町在住の小
お

河
が

原
わら

悠
はる

希
き

さんと中
なか

山
やま

音
おと

和
わ

さ
んを含む10人のグループが自転車駆動による回転式脱穀機、千回こ
ぎを製作し、第22回高校生技術・アイディアコンテスト全国大会の
課題研究部門で最優秀賞を受賞しました。この千回こぎは、小学生
を対象とした食文化継承の教材として製作されました。小河原さん
は「授業とは違う溶接が難しかった」、中山さんは「小学生の反応も
良く、楽しかった」と話してくれました。

全第22回高校生技術・アイディアコンテスト第22回高校生技術・アイディアコンテスト

国大会で最優秀賞を受賞

染板倉町PR大使板倉町PR大使

宮弘和さん来庁
　２月25日（火）、板倉町PR大使の染

そめ

宮
みや

弘
ひろ

和
かず

さんが来庁さ
れました。ナビゲーターとして、１月にサウジアラビアで
開かれた世界一過酷なモータースポーツと言われるダカー
ル・ラリー２０２５のトラック部門に出場し、13位になっ
たことをご報告いただきました。

春渡良瀬遊水地ヨシ焼き渡良瀬遊水地ヨシ焼き

を告げる火入れ
　３月１日（土）、渡良瀬遊水地でヨシ焼きが実施されました。
多くの人が集まり、その様子をカメラに収めていました。
ヨシ焼きは、ヨシに寄生する害虫の駆除、野火による周辺
家屋への類焼防止、貴重な湿地環境の保全などを目的とし
て実施しています。

こ百寿者慶祝訪問事業百寿者慶祝訪問事業

れからも健やかに
　３月４日（火）、１００歳になられた渡

わた

邊
なべ

正
まさ

枝
え

さん（大字
岩田）をお祝いするため、百寿者慶祝訪問が行われました。
全て自分の歯で何でも食べているのが長生きの秘訣とのこ
と。先日は冬の音楽療法教室にも参加されました。これか
らも末永く健やかに過ごされることを願います。

三三県境フェア三県境フェア

県が交わる特別な場所
　３月１日（土）、道の駅かぞわたらせで三県境フェアが開
催されました。板倉町のブースでは、キュウリやキャベツ
が販売され、大盛況で完売となりました。また、三県境ガ
イドも行われ、板倉町観光サポータークラブのかたの説明
を聞きながら３歩で県境を巡っていました。

輝板倉中学校卒業式板倉中学校卒業式

く未来に向かって
　３月13日（木）、板倉中学校で卒業式が挙行されました。
卒業生１１８人は担任から名前を呼ばれると大きな声で返
事をし、校長先生から卒業証書が渡されました。
　大きな夢を胸に、自分を信じてまっすぐ進んでいくこと
を願っています。
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かわだ　あさかぜ
下五箇出身

練習が休みの日は、ドラマ・
映画鑑賞やカラオケ、冬には
スノーボードを楽しんでいる
そうです。

お兄さんのプレーを見て

　小学校２年生の時、野球を始めたとい
う川田さん。きっかけはお兄さんでした。
少年野球チームで一生懸命プレーしてい
るお兄さんの練習や試合を見ているうち
に自分もやってみたいと思ったそうです。
当時から背が高かったこともあり、ポジ
ションはキャッチャーを任されました。
その後中学校でもキャッチャーとしてプ
レーしましたが、高校では監督に勧めら
れてピッチャーにも挑戦したそうです。

３部昇格を目指して

　高校卒業後は東都大学リーグ４部に所
属する芝浦工業大学に進学し、再び
キャッチャーとして、日々練習に取り組
んでいます。今の目標は春と秋に行われ
るリーグ戦での優勝と入れ替え戦で勝利
し、３部に昇格することだそうです。そ
の入れ替え戦は明治神宮野球場での試合
になり、川田さんにとって憧れの場所で

す。３部昇格に向けて努力する川田さん
ですが、練習だけでなく、食事にも気を
付けているとのこと。大学のキャンパス
がある大宮で一人暮らしをしていますが、
外食は極力控え、タンパク質を多めにし
つつ、バランスの良い食事を心掛けてい
るそうです。また、野球をする上でまず
は楽しむこと、仲間を大切にすること、
そして監督・コーチに恩返しと感謝の気
持ちを忘れないことを心掛けていると話
してくれました。

将来の夢

　野球だけでなく、学業にも真剣に取り
組む川田さん。大学では土木工学につい
て学んでいるそうです。将来は学んでい
ることを活かして、トンネルや橋の設計
に携わる仕事をしたい、そして生まれ
育った板倉町に貢献したいと熱く語って
くれました。さらなる努力を重ね、３部
昇格と将来板倉町で活躍することを期待
したいと思います。

川田　朝風さん

レポーター
広報編集委員

橋
はし

本
もと

玲
れい

子
こ

・小
こ

林
ばやし

千
ち

矢
や

里
り

東
都
大
学
リ
ー
グ
３
部
昇
格
へ

仲
間
を
大
切
に
、

感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所 ４９－３７１６

簡単に稼げるとうたう
副業トラブルに注意！

【事例】

　「いいね」を押すだけで稼げると
いうSNSの広告に惹かれ、サイト
でメッセージアプリの追加を求め
られた。アプリで「いいね」を押
した画像を送ると、１００円程度
稼げたが、その後、新たなタスク
が来た。個人名義の口座に１万円
を振り込めば１万３千円がもらえ
るという内容だった。振り込むと、
さらに５万円を要求され、支払わ
なければ報酬が受け取れず、違約
金まで請求されるようになり、最
終的に合計20万円を振り込んでし
まった。返金希望。（当事者：学生）

【ひとこと助言】

　SNS広告で「いいねを押すだけ」
「スタンプを送るだけ」などと簡
単なタスクであることを強調して
副業へと誘引されます。最初に少
額の報酬を得られることで信用し
てしまいがちですが、そのうちさ
まざまな理由をつけてお金を要求
されますので注意が必要です。
　簡単に稼げることを強調する広
告は詐欺の可能性があるのでうの
みにしないようにしましょう。
　相手方から住所や氏名、銀行口
座の情報、免許証の写真などの個
人情報の開示を求められる場合が
あります。安易に個人情報を開示
しないようにしましょう。

○学生納付特例申請
　４月から令和８年３月までの学生納付特
例申請を４月１日から受け付けます。申請
するかたは、令和６年中の所得の申告また
は家族の扶養申告の手続きをしてください。
　また、令和６年度に学生納付特例の承認
を受けていて、令和７年度も引き続き在学
予定のかたに対し、３月下旬にはがき形式
の学生納付特例申請書が送付されます。同
一の学校に在学されているかたは、このは
がきに必要事項を記入し返送することで、
申請ができます。（この場合は、証明書な
どの写しの添付は不要です）
○納付特例期間
　令和７年４月～令和８年３月
○対象となるかた
　国民年金第１号被保険者で学生のかた
○申請場所
　太田年金事務所または板倉町住民環境課
戸籍年金係
○必要書類
　新学年の学生証または令和７年度の在学
証明書

令和７年度の国民年金保険料
は月額１７,５１０円です

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

４月６日㈰ はまだクリニック
８０－１１００

うえの医院
７２－３３３０

田沼整形外科医院
８８－９２２３

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

４月13日㈰ たなか医院
６２－２８８１

神尾内科医院
７５－１２８８ － －

４月20日㈰ 県西在宅クリニック舘林
５５－３８１８

藤原医院
８８－７７９７

井上整形外科医院
８２－１１３１

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

４月27日㈰ 蜂谷病院
６３－０８８８

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

ふじの木整形・内科クリニック
９１－４０７０ －

４月29日㈫ 後藤内科医院
７２－０１３４

真中医院
７２－１６３０

しんじょう整形外科クリニック
５５－３６２３ －

５月３日㈯ 高橋クリニック
７５－７７７２

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

新橋病院
７５－３０１１ －

５月４日㈰ ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

多々良診療所
７２－３０６０

小曽根整形外科
７２－７７０７ －

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福祉事務所
の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡）

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
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定　

例　

相　

談

●
人
権
相
談

　

４
月
８
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所　

東
部
公
民
館

●
行
政
相
談

　

４
月
８
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

場
所　

東
部
公
民
館

●
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

４
月
８
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場
所　

役
場
１
階
相
談
室
３

　

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

　

82
ー
６
１
３
１

●
農
地
相
談
（
要
予
約
）

　

４
月
28
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

82
ー
６
１
３
７

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

　

82
ー
３
９
０
０

●
子
ど
も
の
相
談
（
要
予
約
）

　

ぱ
お
ぱ
お

　

４
月
10
日　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
成
長

●
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

82
ー
３
７
５
７

●
ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
要
予
約
）

　

4
月
10
日
・
５
月
1
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　

保
健
第
二
係

　

72
ー
３
２
３
０

●
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会

　

４
月
10
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

場
所　

北
部
公
民
館

　

問
合
せ　

包
括
支
援
係

　

82
ー
６
１
３
５

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　

各
公
民
館

　

休
館
日
を
除
く
毎
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１ 　 ２ 　 ３ 　 ４ 　 ５ 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送 窓口延長（午後７時15分まで）

おはなし会（児童館）

６ ７ 　 ８ 　 ９ 　 10 　 11 　 12 　

さくらウオーク
（旧南小学校校庭）

春の全国交通安全運動
(４月15日まで)

こあら学級（保健センター）
小中学校入学式・始業式
水道料金口座振替日
　(３～９区、10区の一部)

人権相談（東部公民館）
行政相談（東部公民館）
法律相談（役場）

２歳児健診（保健センター）
窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談
（館保）

介護相談会（北部公民館）
ぱおぱお（保健センター）
おはなし会（児童館）

チャレンジ広場
（児童館）

13 14 　 15 16 　 17 　 18 　 19 　

第16回板倉町春季
　野球大会１日目
（渡良瀬グラウンド） おたのしみ広場

（児童館）
自転車マナーアップデー

（毎月15日）

乳児健診（保健センター）
1歳児相談（保健センター）
県民防犯の日（毎月16日）
窓口延長（午後７時15分まで）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

おはなし会（児童館）

20 21 　 22 23 　 24 　 25 　 26 　

第16回板倉町春季
　野球大会２日目
（渡良瀬グラウンド） 子育て講習会（児童館）

窓口延長（午後７時15分まで）
おはなし会（児童館） 高齢者交通安全日

（毎月25日）

27 28 　 29 昭和の日 30 　 ５/１ 　 ２ 　 ３ 憲法記念日

第14回板倉町春季
　ソフトボール大会

（大蔵公園）農地相談（役場）

ごみの収集はありません

窓口延長（午後７時15分まで）ストレス・こころの相談
（館保）

おはなし会（児童館）
県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送

4 みどりの日 5 こどもの日

ごみの収集はありません【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日
 海洋センター　　月曜日および祝日
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日（祝日・振替休日の場合開館し、水曜日休館）
 文化財資料館　　月曜日(祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日
 福祉センター　　土・日曜日および祝日

　　可燃ごみ収集日(生ごみを含む)　　　資源ごみ収集日(古紙類・小型家電・容器包装プラスチック・ペットボトル・プラスチック)
　　かん・びん・危険物収集日
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